
≪伊奈学園総合高校の活性化・特色化方針≫ 

（令和３年度～） 

１ 学校基本情報 

課程 全日制 学科 普通科 生徒数 
男  978 

女 1,398 
計 2,376 

ホームページ http://www.inagakuen.spec.ed.jp/ 

アクセス 埼玉新都市交通ニューシャトル羽貫駅下車 徒歩10分 

教育課程等

の特徴 

・人文、理数、語学〔英独仏中〕、スポーツ科学、芸術〔音美工書〕、生活科学、情報

経営の７学系を基に、一人ひとりの能力や進路、興味関心に基づく系統的学習をサ

ポートする総合選択制 

・１年次は必修科目を中心に基礎学力の養成 

・２年次は学系による専門的能力の育成 

・３年次は多様な科目選択で個別の進路に対応 

・他学系の授業も一部で選択可能 

活躍が顕著

な部活動 

・近年、関東大会等以上の成績を残した部活動は次のとおり。 

 軟式野球、ソフトボール、陸上競技、ラグビー、男子体操、女子体操、男子バレー

ボール、女子バレーボール、硬式テニス、剣道、柔道、弓道、空手道、水泳、山岳、

ラクロス、応援チアリーディング、新体操、パワーリフティング、スキー、吹奏楽、

音楽、室内楽、美術、工芸、英語、写真、文芸、放送、書道、囲碁将棋、簿記珠算 

特色ある 

学校行事 

・いなほ祭（学園祭）には毎年１万人以上の来場者 

・体育祭は上尾運動公園陸上競技場で学園中学校も交えたハウス対抗戦 

・語学研修や教員養成講座、ＩＩＮＡサイエンスプロジェクトなど多彩な学びのチャ

ンスも 

家庭・地域 

との連携 

・進路選択や時間割編成のための三者面談 

・地元小学校との交流事業や伊奈町社会福祉協議会指定協力校としての活動 

・多彩な卒業生との交流ができる「先輩と夢を語ろう」の実施 

進

路 

状

況 
四大 587人 短大 21人 専門 84人 就職 9人 その他 68人 

傾

向 

・約76％が現役で四年制大学へ進学 

・国公立への現役合格者は35名 

・早慶上理とＧＭＡＲＣＨへの現役合格者はのべ159名 

・就職の内訳は6名が公務員 

（※生徒数：R2.5.1 現在、進路は R2.3 月卒業生の実績値） 

２ 入学者選抜情報 

＜本校が求める生徒＞ 

 日々の努力を通じ、個性を最大限に開花させ、自己実現を図ろうとする生徒 

＜詳しい入学者選抜基準はこちら＞ 

（「埼玉県公立高等学校入学者選抜における各高等学校の選抜基準」が別ウインドウで開きます） 

 

http://www.inagakuen.spec.ed.jp/


一人ひとりの興味関心を満たし進路を実現する 総合選択制

◆自分の興味関心に沿って、

人文・理数・語学〔英独仏中〕・

スポーツ科学・芸術〔音美工書〕・

生活科学・情報経営から一つを

出願時に(英独仏中は入学後)決めます。

◆約２００の選択科目から、学

系に沿って時間割を決めていき

ます。決めるのはあなた自身。

全教職員がサポートします。

“選択と決定”で鍛える

◆１年次は必修科目を中心に、

すべての生徒が基礎学力の向

上を目指します。

◆２年次は学系指定選択科目

を中心に、自分の目指す方向

への一歩を踏み出します。

◆３年次は一人ひとりの進路

を踏まえ、十人十色の時間割

で学びます。

各年次の“まなびステップ”

◆入学後は全員が、５つのハウ

スのいずれかに学系とは関係な

く所属し、同じホームルームで

３年間を過ごします。

◆学園祭・体育祭・修学旅行・

遠足等の学校行事や生徒会活動

はすべてハウス単位で行います。

小さな母校 ５つのハウス

仲間を育む“生活の場”

◆ホームルーム担任は高校生活

を支えるアドバイザー。ＬＨＲ

等を活用し、学習や進路、生活

等さまざまな相談にあたります。

◆すべてのハウスにひとつずつ

の職員室。いわばハウスは、1

学年４クラス規模のアットホー

ムな雰囲気の学校です。

お互いが見える“小さな学校”

感動共感 部活動

◆現在、３１の運動部・2３の

文化部・９の同好会が活動中。

全国大会・関東大会常連の部も

多数あります。

◆約９割の生徒が部活動に加入

し、若いエネルギーを部活動に

ぶつけています。

◆試合や日々の練習を通じ、仲

間同士でさまざまな困難を乗り

越えていくからこそ、クラスや

年次、ハウスそして学系を越え

た友人との深い“絆”が生まれ

ます。

高め合いが強める“絆”

伊奈学園総合高校は３年後、学

習や進路に関する指導に卒業生の

８割以上が“満足だった”と答え

られる学園生活を目指します。

そして何より、“自彊創生”の

こころを持ち、日々の努力を忘れ

ることなく、社会に寄与する“ひ

とづくり”を使命と考えます。

本物体験 伊奈学園

◆最先端の科学研究に触れ、

知的探究心を育成する“IINA

サイエンスプロジェクト”。

◆現代の諸問題を考える機会

となる“大学出張講義”。

◆英・中・独・仏・豪５か国

とのグローバル“国際交流”。

◆県下最大約1０万冊の蔵書

を誇る“中央図書館”。

◆教師の仕事を通してキャリ

アを考える“教員養成講座”。

“イナガク”だからできること



≪けやき特別支援学校伊奈分校の活性化・特色化方針≫（令和３年度～） 
１ 学校基本情報 

種別 病弱 
学部・

学科 
小・中学部 

児童 

生徒数 

(男)１６ 

(女) ８ 
計２４名 

ホームページ http://www.keyaki-sh.spec.ed.jp/ 

アクセス 

・埼玉新都市交通伊奈線（ニューシャトル）丸山駅から徒歩約８分 

・ＪＲ高崎線上尾駅からがんセンター行きバス約１５分  

 がんセンター停留所下車 徒歩約４分 

教育課程等

の特徴 

埼玉県立精神医療センターに入院中の児童生徒が学んでいる学校です。 

・小学校、中学校と同じ教科等の授業を実施しています。 

・病気の状況や学習空白に配慮した学習グループ編制を行っています。 

・児童生徒の実態に即した自立活動の授業を展開しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特色ある 

学校行事や

部活動 

 

学校行事の取り組みの中で、係や役割を分担し自己有用感や達成感を得ることがで

きるようにしています。また、経験が不足している児童生徒が多いため、様々な体

験をすることができるよう計画しています。 

◆校外体験学習、社会体験学習 

 小・中学部合同で博物館や環境センター等にバスで行き、様々な体験をします。 

◆い～な集会、文化祭、春のコンサート 

 児童生徒の学習成果を発表する場です。学期に１回行っています。 

◆和文化体験（落語体験）、国際交流授業 

 日本文化及び異文化についての理解を深める場です。 

◆芸術鑑賞会 

 感性を豊かにするとともに、マナー等を学ぶ機会になっています。 

家庭・地域 

との連携 

埼玉県立精神医療センターとの連携のもと、以下の取組を行っています。 

・保護者との個別面談（随時） 

・退院に向けて、復学支援会議・準備登校等による小・中学校との連携 

・児童相談所や地域の福祉課等との連携（必要に応じて） 

・小・中・高等学校等との連携（公開講座、学校コンサルテーション、研修支援

等） 

進路に 

ついて 

中学部３年生については、前籍校との連携のもと、一人一人の夢や希望の実現に向

けて、進路の個別面談、受検先との連携等を行います。 

 

（※児童生徒数：R2.5.1 現在、進路は R2.3 卒業生の実績） 

伊奈分校では自立活動の時間に、自己理解を進め、コミュニケーション力や

感情のコントロールの向上を目指す取り組みを行っています。 

入院から退院までの流れ 

http://www.keyaki-sh.spec.ed.jp/


 

 

 

      【学校教育目標】 
け 健康な心と体を育てます 
や やさしい心と豊かな学びを育てます 
き 希望を持って前に進む子を育てます 

 
保護者 

 
・児童相談所 
・市町村福祉課 
・保健機関 
・福祉サービス事業所 
         等 

 
埼玉県立精神医療 

センター 
 ・医師 ・看護師 
 ・臨床心理士  
 ・作業療法士 
 ・精神保健福祉士 等 
 

 
小学校・中学校 
特別支援学校 
高等学校 

 

２ 育成方針（児童生徒の成長物語） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                             

 
 
 

埼玉県立けやき特別支援学校伊奈分校は連携の輪の中で児童生徒を育てていきます 

 
県教育委員会 
市町村教育委員会 関係機関等 

医療 

けやき特別支援学校伊奈分校 

家庭 

地域の学校 

教育委員会 

 

成長に必要な３つの間（ま）の提供 

時間 

空間 仲間 



≪県立伊奈学園中学校の活性化・特色化方針≫ 

（令和３年度～） 
１ 学校基本情報 

課程 中高一貫教育前期課程 生徒数 (男) 76  (女) 164 計 240 

ホームページ http://www.inagakuen.spec.ed.jp/ 

アクセス 

埼玉新都市交通ニューシャトル・羽貫駅から徒歩１０分 

ＪＲ高崎線上尾駅より朝日バスで３０分 

ＪＲ宇都宮線蓮田駅より朝日バスで２０分 

ＪＲ高崎線桶川駅よりけんちゃんバスで２５分 

ＪＲ宇都宮線蓮田駅よりけんちゃんバスで２０分 

教育課程等

の特徴 

・週３１時間のカリキュラムを組み、国語・数学・英語授業を強化 

・数学＆英語は少人数授業や習熟度別授業を展開 

・朝のスキルアップタイム（１０分） 

①資格試験（英検・漢検・数検）の学習を実施 

②新聞記事を通して、時事問題への関心、批判的思考力、表現力等を養う 

・３年の総合的な学習の時間は教科を融合した授業内容 

  「国際」社会と英語／「表現」国語と英語／「科学」数学と理科 

・東京大学大学院教育学研究科と連携し「主体的、対話的で深い学び」の授業実践 

  例）教科を越えた授業研究／学習方法講座／定期考査振り返り講座等 

・企業等と連携し「質の高い授業や先端的な活動に触れる機会」を総合的な学習の時間

で実施 

・教科横断的な学びを通して「実社会」の様々な場面で活用できる汎用的な能力を育成 

例）丸紅、ＪＡＸＡ、ローソン、博報堂、起業家による講演会等 

・生徒自身が自ら考え、発表する授業・学校行事の実施 

活躍が顕著

な部活動 

・運動部では陸上部、バドミントン部、硬式テニス部が盛ん 

・文化部では吹奏楽部が盛ん 

・それぞれの分野で多様な活動を行う「体力向上部」、「文化教養部」を設置 

特色ある 

学校行事 

・中高一貫教育を活かし、学園祭や体育祭などは高校生と一緒に開催 

・約２週間のオーストラリア語学研修を実施（３０名） 

・宿泊も含めた多彩な体験学習を実施（１年：宿泊／２年：自然体験／３年：修学旅行） 

・クラスの団結を深めるミニコンサートの実施 

家庭・地域 

との連携 

・企業と連携し、総合的な学習の時間で「社会との繋がりを意識した授業」を実施 

Ｈ３１年度：丸紅（１年）／博報堂（２年）／ローソン（３年）／ＪＡＸＡ（３年） 

Ｒ０２年度：ＬＵＹＬ（１年）／博報堂（２年）／ＪＡＸＡ（３年） 

・三者面談や複数の授業公開を実施 

進路 伊奈学園総合高等学校へ進学 

（※生徒数：R2.5.1 現在、進路は R2.3 卒業生の実績） 

２ 入学者選抜情報 

＜本校が求める生徒＞ 

 中高一貫教育を受けるに足る、心身共に健康で、社会のリーダーとなる素質と意欲のある生徒 

＜入学者選抜のポイント＞ 

 第一次選考・・・「思考力及び表現力をみる作文」と「課題を発見し、解決する力をみる作文」の

結果及び受験者の意欲・適性等をもとに選考する 

 第二次選考・・・第一次選考合格者に対し、面接を実施する。その結果と作文、調査書、受験者の

意欲などを含めて総合的に選考する 

 

http://www.inagakuen.spec.ed.jp/


３ 育成方針 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幅広い確かな学力を身につけ、 

生涯にわたり自ら学び続ける人を 

育てます。 

様々な体験的学習をとおして、 

協調性に富み、思いやりの心を 

もって行動できる人を育てます。 

健康な精神と身体をもち、 

高い志を掲げて社会に貢献 

できる人を育てます。 

毎朝１０分間のスキルアップタイム(新聞記事
を活用した批判的思考力育成、数検、漢検、英検の
資格取得に向けた学習)を実施しています。また、
定期考査前後の学び合いタイム、サタデーセミナ
ー(土曜特別講義)等の取組を通し、確かな学力の向
上に学校をあげて取り組んでいます。 

本校では、独自の多くの体験的活動を取り入
れた教育活動を展開しています。 
また、併設型中高一貫校としてのメリットを
生かし、合同の学校行事や教員相互乗り入れ授
業を実施しています 

夏休みには、オーストラリアのケアンズ近郊で、
中学３年生３０名がホームステイをしながら語学
研修に参加します。 
また、普段の授業でも毎週ＡＬＴとのティーム・
ティーチングが設定されており、充実した語学教育
や国際理解教育の推進も本校の特徴のひとつです。 

朝のスキルアップタイムへの真剣な取組です 現地校での様子 ２年生の自然体験研修で農業体験をしました  

・国公立大学 ２７名が合格（３４％） 

 東京大(2)、京都大(1)、一橋大(1)、 

 東北大(5)、北海道大(1)、埼玉大(2)、 

千葉大(4)、宇都宮大(2)、群馬大(1)、 

東京外語大(3) ほか 

・私立大 

 早稲田大(8)、慶応大（2）、上智大
(3)、 

 中央大(12)、明治大(9)、青山大(3)、 

 立教大(11)、東京理科大(19)、 

 東京薬科大(1)、津田塾大(5) ほか 


